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発情期に特有の行動や変化の検知 

精度を高めるためには、複数の発情 

徴候を総合的に判断することが必要 

（雄子牛の追従、乗駕、行動の変化、 

乗駕許容､直行､顎休め､フレーメン等） 

ICT を活用した牛のモニタリングシステムの開発に関する研究 

研究開発内容説明図 ［資料 1] 

牛の行動を撮影したカメラ映像を中

心に申請者独自のアルゴリズムを用

いて解析し、その行動パターンから、

（１）牛の BCS 評価を自動的に行い、

（２）牛の発情徴候を検知し、（３）分

娩の様子を時間経過に沿って見守り、

異常がないかを判断し、必要に応じて

介助タイミングを知らせる、牛のモニ

タリングシステムの構築に必要な要

素技術の開発を目指す。高齢化した農

家の負担軽減のみならず、生産性の向

上，若者の新規就農など、その持続的

発展性の確保が期待できる。上記３つ

の大目標に関連して個体識別と異常

事態検知技術も必要となる。

２ 研究開発の概要 

○既開発の人の姿勢・動作の認識手法をモディファイして牛に適用する。人よ

りも動きが鈍く、かつ背景と色がよく似ている黒い牛（黒毛和種）の領域抽出

には困難が伴うことが予想されるが、パラメータの調整と同時に牛のBCS評価、

発情行動検知、分娩監視に特化した新しい特徴量と認識アルゴリズムの開発で対

応できると考える。

○正常･異常を判断するために日常の行動の時系列をデータベース化し、そのパ

ターンを基に判断基準を使い分けることで精度・柔軟性の向上を目指す。

３ 期待される研究開発成果及びその社会的意義 

○従来のウェラブル型センサに比べて牛へのストレスが少ない。

○ビデオ映像を長時間見続ける必要がないので、高齢化した農家の負担軽減のみ

ならず、畜産業が ICT を活用したスマート農業へ転換する契機となり、生産性

の向上，若者の新規就農など、その持続的発展性の確保が期待できる。

○情報インフラを通じて、住民同士の意思疎通の手段が増え、コミュニティ再生に

貢献する。

○発情時や分娩時に限らず、広く動物の姿勢・行動解析技術の発展に貢献する。 

１ 研究開発の目的 
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